
未
就
学
者
の

教
育
は
、

削
除
。

「
実
行
セ

ン

ト
ス

ル

モ

敢
行
為
シ

得
ベ

カ

ラ

ザ
ル

場
合
ア
ル

ヲ

見
ル

」
三

　
職
工
規
則
等
の

制
定
は
、

同
業
組
合
に

よ

る
制
定
を
認
め
る
。

「
同
種
ノ

工
業
ニ

ア
リ
テ
ハ

一

般
ニ

適
用
ス

ベ

キ

職
工

規
則
ヲ

設
ク
ル

ヲ

便
ト
ス

レ

バ

ナ

リ
」
四
　
職
工
証
は
、

全
員
所
持
に

修

正
。

（『
月
報
』

二

十
五
号
、

明
治
三
十
一

年
十
一

月
）。

つ

ま
り
、

工

場
法
案
の

成
立
を
前
提
と
し
な
が
ら
も
、

長
時
間
労
働
の

是

認
、

同
業
組
合
に

よ
る
職
工

規
則
の

制
定
、

職
工
証
に

よ
る
職
工
取
締
り
の

強
化
な
ど
、

法
案
の

も
つ

「
職
工
保
護
」
の

側
面
を
骨
抜
き
に

し
よ
う
と
す

る
答
申
で

あ
っ

た
。

し
か
し
、

一

八
九
八
年
の

工
場
法
案
問
題
で
は
、

横
浜
商
業
会
議
所
も
注
目
し
た
よ
う
に
、

労
働
組
合
期
成
会
と
い

う
労
働
者
の

自
主
組
織
が
、

み
ず
か
ら
の

課
題
と
し
て

取
り
組
ん
だ
こ

と
が
そ
の

特
徴
で

あ
り
、

こ

れ
は
、

日
本
に

お
け
る
最
初
の

出
来
事
で

あ
っ

た
。

期
成
会
は
、

九
月
二
十
三
日
、

前
述
の

修
正
案
を
決
定
す
る
と
共
に
、

陳
情
委
員
を
選
出
し
て
、

農
工

商
高
等
会
議
員
を
三
回
に

わ
た
っ

て

訪
問

し
、

陳
情
を
行
っ

た
。

ま
た
十
月
十
五
日
に

横
須
賀
市
、

十
月
二
十
三
日
に

横
浜
市
、

十
一

月
五
日
に

東
京
市
神
田
と
、

対
工
場
法
案
政
談
演
説
会

を
開
催
し
て
、

修
正
意
見
を
中
心
に

宣
伝
を
ひ
ろ
げ
、

ま
た
会
員
全
員
が
署
名
捺
印
し
た
請
願
書
を
農
商
務
省
に

提
出
し
た
。

十
一

月
三
日
に

は
夜

間
デ
モ

も
計
画
さ
れ
た
が
、

こ

れ
は
警
察
に
よ
っ

て

禁
止
さ
れ
た
。

十
月
二
十
日
か
ら
十
一

月
四
日
ま
で

開
か
れ
た
農
工

商
高
等
会
議
は
、

工
場
法
案
に
つ

い

て

適
用
範
囲
を
広
げ
、

職
工

証
廃
案
な
ど
の

修
正
を
行

っ

た
上
で

可
決
し
た
。

と
こ

ろ
が
、

十
月
末
に

大
隈
首
相
は
辞
表
を
提
出
し
て
、

十
一

月
八
日
、

第
二
次
山
県
内
閣
が
成
立
す
る
と
い

う
よ
う
な
政

福井準造（平塚市）のイギリス労働者
補償法翻訳草稿　 福井よし子氏蔵
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変
が
起
こ
っ

た
た
め
に
工

場
法
案
は
十
二

月
二
日
、

議
会
提
出
を
見
送
ら
れ
て

し
ま
っ

た
。

労
働
組
合
期
成
会
と
鉄
工
組
合
は
、

一

八
九
九
年
五
月
六
日
、

横
須
賀
で

二
千
人
を
集
め
て

演
説
会
を
開
催
、

七
月
に

は
片
山
潜
を
東
北
地
方
に

派
遣
し
て

労
働
問
題
、

労
働
者
保
護
に
つ

い

て

訴
え
さ
せ
、

ま
た
、

青
年
た
ち
も
二

月
に

期
成
会
員
約
百
名
で

青
年
演
説
隊
を
組
織
し
、

三
月
五
日

に

は
青
年
団
と
し
て

発
足
し
、

毎
月
一

回
の

討
論
会
・

演
説
会
な
ど
を
通
じ
て
、

労
働
問
題
の

実
際
に
つ

い

て

学
び
、

か
つ

訴
え
る
活
動
を
続
け
て

い

っ

た
。

工

場
法
制
定
時
の

夜
間
デ
モ
、

一

八
九
九
年
一

月
の

鉄
工
組
合
一

周
年
祭
な
ど
の

集
会
が
警
察
に

よ
っ

て

禁
止
さ
れ
て
い

た
が
、

治
安
警
察
法
案

に
つ

い

て
、

一

九
〇
〇
年
二
月
二
十
四
日
、

期
成
会
が
反
対
を
決
議
し
、

全
国
労
働
者
大
会
議
、

メ

ー

デ
ー
実
施
な
ど
を
呼
び
か
け
た
が
、

い

ず
れ

も
事
前
に

制
圧
さ
れ
て
し
ま
っ

た
。

期
成
会
は
治
安
警
察
法
案
に

つ

い

て

「
理
を
尽
し
て

論
じ

」
た

が

耳
を
傾
け
な
か
っ

た
「
政
府
も
社
会
も
必

ず
や
後
悔
す
る
時
あ
ら
ん

」
と
い

う
期
成
会
や
鉄
工
組
合
の

予
告
が
適
中
し
た
こ

と
が
理
解
さ
れ
た
の

は
一

九
四
五
（
昭
和
二

十
）
年
敗
戦
を
む
か

え
て

か
ら
で

あ
っ

た
。

四
　

同
盟
罷
工

労
働
争
議
の

展
開

一

九
〇
七
年
は
一

八
九
七
年
と
と
も
に

同
盟
罷
業
件
数
の

多
か
っ

た
年
で

あ
る
。

こ

と
に

県
内
で

は
、

港
湾
や
造
船
な
ど
の

機
械
制
工
業
、

基
幹
産
業
に

集
中
し
、

『
万
朝
報
』
五
月
十
二
日
付
は
「
横
浜
に
て

は
目
下
種
々

の

同
盟
罷
工
が
大
流
行
」と

伝
え
た
。

『
実
業
之
横
浜
』
三
巻
十
二
号
（
五
月
二

十
五
日
刊
）
も
、

時
事
短
評
で
、

「
騒
動
の

流
行
年
」
と
題
し
、

「
兎
に

角
本
年
は
ス

ト

ラ

イ

キ
騒

の

流
行
年
な
り
」
と
い

い

な
が
ら
も
、

「
是
等
事
件
の

真
相
は
左
し
て

大
事
と
云
ふ
べ

か
ら
ず
」
と
し
て

い

る
。

六
月
十
二
日
、

別
子
銅
山
争
議
や
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社
会
党
の

取
締
り
な
ど
に
つ

い

て

上
奏
し
た
原
内
相
は
、

「
陛
下
に

於
か
せ
ら
れ
て

も
流
行
的
な
る
事
を
御
認
め

あ
り
し
も
の
ゝ

如
し
」
と
日
記
に

記
し
、

労
働
争
議
の

続
発
を
「
流
行
」
と
し
て
と
ら
え
、

対
応
策
に

苦
慮
し
て
い

た
。

し
か
し
県
内
の

労
働
争
議
が
、

単
な
る
「
流
行
」
か
ら
続
発
し
た
の

で

な
い

こ

と
は
事
実
が
示
し
て
い

る
。

二
月
二
十
七
日
に

横
浜
市
の

石
工
三
十
余
名
が
、

二

割
賃
上
げ
を
要
求
し
て
ス

ト
ラ
イ
キ
を
行
っ

た
。

こ

れ
は
日
刊
『
平
民
新
聞
』
に
よ
る
も
の

で

あ
る
が
、

『
横
浜
貿
易
新
報
』
に
よ
れ
ば
、

こ

の

要
求
に

対
し
、

親
方
連
が
五
分
の

賃
上
げ
回
答
を
示
し

た
た
め
、

三
月
五
日
夜
に
、

八
十
余
名

が
集
合
し
て
一

割
賃
上
げ
を
再
要
求
し
、

実
質
的
な
ス

ト
に

入
っ

た
。

七
日
に

は
さ
ら
に

神
奈
川
方
面
の

石
工
に

も
呼
び
か

け
て
、

代
表
を
選
ん
で

交
渉
し
、

七
日
夜
に
一

割
賃
上
げ
と
解
決
金
五
十
円
で

妥
結
し
た
、

と
報
道
さ
れ
て
い

る
。

三
月
八
日
に

は
横
浜
市
の

船
大
工
ら
が
、

船
工
組
合
を
通
じ
て
二
十
銭
の

賃
上
げ
を
要
求
し
た
が
、

造
船
業
組
合
に

拒
否
さ
れ
て
、

十
六
日
か
ら

ス

ト
に

入
り
、

四
月
中
旬
ま
で
一

か
月
間
た
た
か
っ

て

要
求
を
獲
得
し
た
。

同
じ
く
三
月
下
旬
に

は
、

横
浜
市
の

裁
縫
工
千
名
が
賃
上
げ
を
要
求
し

て
ス

ト
を
決
行
し
た
。

翌
四
月
以
降
も
各
所
で

争
議
が
行
わ
れ
た
。

四
月
十
二
日
に

は
浦
賀
船
渠
で

五
百
名
の

解
雇
発
表
に

端
を
発
し
て
、

不
穏
の

状
況
と
な
り
、

憲
兵
や
警
察
官
が
出
動
し
て

鎮
圧
し
た
。

四
月
二
十
日
に

は
横
須
賀
海
軍
工
廠
で

も
解
雇
を
め
ぐ
っ

て

職
場
で
の

紛
争
や
、

不
穏
の

張
り
札
な
ど
が
見
ら
れ
た
。

四
月
二
十
三
日
に

は
横
浜
市
の

キ
リ
ン

ビ
ー
ル

の

製
箱
職
人
六
十
余
名
が
、

一

個
に
つ

き
二
銭
賃
上
げ
を
要
求
し
、

五
月
二
日
に
ス

ト
に
入
り
、

十
一

日
に

勝
利
を
お
さ
め
て
い

る
。

四
月
下
旬
に

入
る
と
、

横
浜
市
の

木
挽
職
人
（
造
船
関
係
）
が
十
五
銭
の

賃
上
げ
を
要
求
し
、

六
月
下
旬
ま
で
ス

ト

を
つ

づ
け
た
。

同
じ
こ

ろ
横
浜
市
の

印
刷
工
も
賃
上
げ
を
要
求
し
て
ス

ト
を
は
じ
め
、

五
月
中
旬
に
至
っ

て

も
「
尚
粉
糾
中
」
と
い

う
有
様
で

あ
っ

た
。
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ま
た
、

こ

の

四
月
に

は
横
浜
市
の

海
員
に

よ
る
賃
上
げ
請
願
運
動
も
行
わ
れ
て
い

る
。

五
月
十
日
に

横
浜
市
の

糞
尿
汲
取
人
二
百
名
が
月
給
十
五
円
を
要
求
し
て
ス

ト
に

入
り
、

翌
十
一

日
に

は
ス

ト
破
り
と
の

間
に

乱
闘
を
お
こ

し
警

察
官
が
鎮
圧
し
た
。

ま
た
五
月
二

十
九
日
に

五
割
賃
上
げ
を
要
求
し
た
税
関
人
夫
九
百
名
は
、

要
求
を
拒
否
さ
れ
た
の

で
、

三
十
一

日
か
ら
ス

ト
に

入
り
、

各
所
に
ピ

ケ

を
は
っ

た
が
、

警
察
に

検
束
さ
れ
、

六
月
二
日
に

二

割
五
分
の

賃
上
げ
で

妥
結
し
た
。

六
月
一

日
に

は
税
関
荷
馬
車
馬
丁
四
十
名
も
税
関
人
夫
に

同
調
し
て
ス

ト
に

入
り
、

四
日
に

八
銭
値
上
げ
で

解
決
し
た
。

六
月
七
日
に

は
横
浜
停
車
場
等
の

運
搬
人
夫
（
車
力
）
の

親
方
た
ち
が
、

一

割
の

賃
上
げ
を
要
求
し
、

ま
た
十
六
日
に

は
、

人
夫
た

ち
が
二
割
五

分
の

賃
上
げ
を
要
求
し
、

委
員
五
十
名
ほ
ど
を
選
ん
で

交
渉
し
た
。

ま
た
六
月
八
日
に

は
横
須
賀
海
軍
工
廠
で

四
千
名
が
残
業
廃
止
か
ら
増
給
請
願
運
動
を
行
い
、

八
月
に

増
給
と
な
っ

た
。

さ
ら
に

七
月
二
十
九
日
に

は
横
浜
市
の

婦
人
服
裁
縫
職
人
（
中
国
人
七
十
名
、

日
本
人
二

十
名
）
が
労
働
時
間
延
長
に

反
対
し
て
ス

ト
を
し
た
。

八
月

一

日
に

親
方
宅
を
襲
い

四
十
名
が
検
挙
さ
れ
、

六
日
に

敗
北
し
た
。

八
月
八
日
に

は
横
浜
給
水
会
社
船
夫
二
十
余
名
が
賃
上
げ
を
要
求
し
て
ス

ト
を
行
い
、

十
四
名
が

解
雇
さ
れ
た
。

次
い

で

八
月
中
旬
、

東
海
道
線
の

車
掌
と
、

機
関
手
が
ス

ト
を
計
画
。

ま
た
八
月
二
十
六
日
に

江
の

島
電
鉄
の

車
掌
、

運
転
手
の

二
十
余
名
が
、

解
雇
反
対
で

集
会
を
開
い

た
が
、

警
察
官
に
よ
り
解
散
を
さ
せ
ら
れ
た
。

九
月
九
日
に

は
浦
賀
船
渠
製
缶
工
百
四
十
四
名
が
、

残
業
・

休
日
出
勤
廃
止
反
対
で
ス

ト
に

入
り
、

警
察
官
が
仲
介
し
て

翌
十
日
に
、

残
業
・

休

日
出
勤
継
続
と
い

う
こ

と
で

妥
結
し
た
。

十
一

月
に

入
っ

て

か
ら
で

は
十
一

日
、

横
浜
市
の

娼
妓
が
楼
主
の

虐
待
を
説
諭
す
る
よ
う
警
察
に

嘆
願
を
行
っ

た
。
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十
五
日
に

横
浜
港
艀
船
夫
八
百
余
名
が
、

三
割
の

賃
上
げ
を
要
求
し
て
、

ス

ト
を
行
い
、

十
六
日
に
い

っ

た
ん
就
業
し
た
が
、

十
八
日
に

再
度
ス

ト
に

入
っ

た
（
共
同
運
輸
の

み
、

要
求
承
認
の

た
め

）。

ま
た
十
八
日
に

は
横
浜
電
線
職
工
の

男
工
六
十
四
名
、

女
工
四
十
六
名
、

少
年
工
四
十
三
名
が
賃
上
げ
を
要
求
し
て
ス

ト
、

翌
十
九
日
に

要
求
を

認
め
ら
れ
て

解
決
し
た
。

な
お
こ

の

十
一

月
に

は
、

十
月
か
ら
賃
金
不
払
い

が
続
い

て
い

た
横
浜
の

石
原
染
物
工
場
の

職
工
た
ち
が
、

ス

ト

を
行
っ

た
が
職
工
請
負
人
に

支

払
い

済
み
と
の

こ

と
で
、

警
察
に

説
諭
を
要
請
し
、

十
二
月
初
旬
に

入
っ

て

も
な
お

解
決
し
な
か
っ

た
。

十
二
月
二
日
に

川
崎
町
の

日
本
精
糖
で
、

作
業
教
育
の

た
め
雇
い

入
れ
た
人
夫
十
数
名
を
突
然
解
雇
し
た
こ

と
か
ら
、

仲
間
た
ち
が
不
穏
と
な
り
、

三
日
、

百
名
が
集
会
を
開
い

た
が
、

警
察
官
に

解
散
さ
せ
ら
れ
妥
協
し
た
。

会
社
は
人
夫
請
負
制
を
考
慮
し
た
た
め
、

七
日
、

こ

ん
ど
は
常
用
人
夫

百
名
が
集
合
し
た
が
、

警
察
官
に

解
散
さ
せ

ら
れ
、

会
社
も
そ
の

案
を
撤
回
し
て

解
決
し
た
。

十
二

月
四
日
に

は
、

残
業
の

割
増
し
賃
金
を
支
払
わ
な
い

と
い

う
こ

と
で
、

横
浜
の

英
字
新
聞
『
ジ
ヤ
パ

ン
・

ヘ

ラ
ル

ド

』
の

印
刷
工
が
ス

ト
、

翌
五
日
に

は
、

『
ジ
ャ

パ

ン
・

ア

ド
バ

ァ

タ
イ
ザ
ー

』
の

職
工
も
ス

ト
に

入
っ

た
。

ま
た
十
二
月
は
じ
め
に

は
、

横
浜
市
関
外
の

料
亭
万
鉄
の

女
中
五
、

六
名
が
、

主
人
の

酷
使
に

反
対
し
て
ス

ト
を
行
っ

た
。

十
二
月
中
旬
に

は
、

県
会
議
員
大
井
鉄
丸
経
営
の

横
須
賀
市
い

ろ
は
楼
の

娼
妓
十
余
名
が
、

や
り
て
（
妓
楼
で

遊
女
を
監
督
す
る
女
性

）
の

追
放
を

要
求
し
て
い

る
。

以
上
が
、

一

九
〇
七
年
に
お

け
る
県
内
の

労
働
争
議
の

大
勢
で

あ
る
。

そ
の

特
質
は
第
一

に
一

見
し
て
、

海
軍
工
廠
・

浦
賀
船
渠
・

横
浜
の

造
船

関
係
木
挽
・

船
大
工
な
ど
、

軍
需
産
業
の

基
幹
部
分
、

港
湾
関
係
（
税
関
人
夫
・

運
搬
夫
・

馬
丁
・

給
水
・

艀
な
ど

）
に

集
中
し
て
い

る
こ

と
。

第
二
に
、

海
員
・

印
刷
工
・

鉄
道
・

横
浜
電
線
な
ど
の

近
代
産
業
・

キ
リ
ン

ビ
ー
ル
・

日
本
精
糖
な
ど
の

直
傭
人
夫
に

発
生
し
て
い

る
こ

と
。

第
三
に
、

船
大
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工
の

よ
う
な
、

既
存
の

組
織
が

争
議
を
指
導
し
、

「
我
々

労
働
者
は
労
力
の

売
手
で

す
か

ら
、

買
っ

て

く
れ
れ
ば
売
る
。

買
わ
ね
ば
売
ら
ぬ

ま
で
で

す
。

警
官
な
ど
か

ら
御
干
渉
を
蒙
る
こ

と
は
な
い

」（
頭
取
談

）
と
断
言
し
、

あ
る
い

は
委
員
（
総
代

）
を
選
出
し
、

税
関
関
係
な
ど
は
一

週
間
も
前

か
ら
「
他
方
面
の

労
働
者
ま
で

休
業
す
べ

く
交
渉

」
し
た
上
で
、

ス

ト
に
入
っ

て
い

る
。

ま
た
、

裁
縫
工
の

よ
う
に
日
中
労
働
者
が
、

あ
る
い

は
横

浜
電
線
の

よ
う
に

男
・

女
・

少
年
工
が
、

団
結
し
て
ス

ト
に

入
っ

て
い

る
。

ま
た
横
須
賀
海
軍
工
廠
・

浦
賀
ド
ッ

ク
・

印
刷
工
の

よ
う
に
、

抑
圧
の

な
か
で

再
三
運
動
を
お
こ

し
、

横
須
賀
工
廠
の

場
合
の

ご
と
き
は
、

二
月
、

市
政
施
行
に

よ

る

横
須
賀
市
議
選
に
、

「
労
働
者
代
表

」
を
立
候
補
さ

せ
る
な
ど
、

労
働
者
の

階
級
的
自
覚
と
、

連
帯
の

萌
芽
が
広
範
に

見
ら
れ
る
こ

と
で

あ
る
。

第
四
は
、

警
察
官
の

干
渉
、

抑
圧
が
目
立
つ

こ

と
で

あ

る
。

ま
さ
に
、

都
市
を
主
戦
場
と
す
る
民
衆
運
動
の

展
開
が
準
備
さ
れ
た
と
い

っ

て
よ
い

だ
ろ
う
。

こ

の

よ
う
な
労
働
争
議
の

続
発
す
る
な
か
で
、

都
市
民
衆
の

環
境
問
題
を
め
ぐ
る
運
動
が
、

横
浜
市
を
中
心
に

ひ
ろ
が
っ

た
。

一

月
九
日
に

横
浜
吉
田
町
の

住
民
が
、

付
近
の

製
箱
工
場
の

騒
音
の

防
止
方
を
県
庁
に

陳
情
し
て

い

る
。

五
月
二

十
日
に

前
年
末
の

橘
樹
郡
子
安

村
地
先
海
面
埋
立
問
題
で
、

地
元
漁
民
の

反
対
運
動
が
激
化
し
、

出
願
者
の

浅
野
総
一

郎
ら
と
こ

の

日
、

条
件
付
で

妥
結
し
た
。

五
月
二
日
に

は
横

浜
鉄
道
路
線
敷
地
へ

の

架
橋
方
を
子
安
村
村
民
四
十
余
名
が
県
庁
へ

陳
情
し
、

七
月
十
六
日
に

も
再
陳
情
し
て
い

る
。

五
月
二

十
日
に

は
横
浜
電
鉄
延
長
問
題
に
つ

い

て
、

地
元
民
が
市
役
所
へ

陳
情
。

ま
た
、

七
月
下
旬
に

横
浜
倉
庫
出
願
の

神
奈
川
町
地
先
海
面
埋

立
に

漁
業
組
合
が
反
対
し
、

大
衆
陳
情
を
行
お

う
と
し
て

警
察
官
に

抑
圧
さ
れ
た
。

さ
ら
に

同
月
神
奈
川
浦
島
町
の

住
民
が
、

付
近
の

塵
芥
焼
却
所

の

悪
臭
に

対
し
て

苦
情
を
申
し
立
て
、

十
月
二

十
六
日
に

は
神
奈
川
青
木
町
の

町
民
が
、

公
安
及
び
衛
生
上
の

見
地
か
ら
、

付
近
の

岩
井
製
油
所
の

騒
音
、

臭
気
、

振
動
、

火
災
に

反
対
し
て

百
余
名
連
名
の

陳
情
書
を
県
庁
に

提
出
し
て
い

る
。

十
一

月
下
旬
に

は
保
土
ヶ

谷
町
の

南
北
石
油
の

創
業
に

関
し
て
、

悪
臭
除
去
を
求
め
る
運
動
が

お

き
て

い

る
。

十
二

月
に

横
浜
市
平
沼
町
の

住

民
が
、

保
土
ヶ

谷
に

あ
る
肥
料
会
社
の

燃
料
か
ら
発
す
る
悪
臭
に

悩
み
、

対
策
を
協
議
を
し
て
い

る
。
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こ

れ
ら
の

住
民
の

運
動
は
、

環
境
汚
染
源
で

あ
る
経
営
者
側
に

対
し
て

要
求
す
る
だ
け
で

な
く
、

県
や
市
な
ど
の

自
治
体
に

要
求
す
る
よ
う
に

発

展
し
て

い

る
。

一

九
〇
七
（
明
治
四
十
）
年
九
月
に

は
、

県
会
議
員
の

半
数
改
選
が
行
わ
れ
、

ま
た
翌
年
一

月
に
は
、

横
浜
市
会
議
員
の

半
数
改
選
が
予
定
さ
れ
て

い

た
。

十
月
十
二
日
付
『
毎
日
新
聞
』
の

伝
え
る
と
こ

ろ
で

は
、

府
県
会
議
員
の

党
派
別
は
、

政
友
会
七
百
七
十
七
名
、

進
歩
党
三
百
八
十
三
名
、

帝
国

党
四
十
七
名
、

無
所
属
二
百
二

十
六
名
、

そ
の

他
千
一

名
と
な
り
、

地
方
政
治
の

分
野
に

も
、

政
友
・

非
政
友
と
い

う
「
政
党
」
関
係
の

対
立
が
む

き
出
し
に

さ
れ
つ

つ

あ
っ

た
。

住
民
運
動
の

背
景
も
同
様
で

あ
ろ
う
。

第
三
節
　
都
市
問
題
の

展
開

一

　

都
市
問
題
の

深
化

都
市
民
衆
の

生
活
難

一

八
九
四
（
明
治
二

十
七

）
年
六
月
末
の

県
下
会
社
数
は
三
十
二
社
で
、

資
本
金
は
百
八
十
六
万
七
千
五
十
円
で

あ
っ

た

が
、

そ
れ
が
日
清
戦
争
後
の

企
業
熱
の

高
ま
り
で
一

九
〇
三
（
明
治
三
十
六

）
年
末
に

は
会
社
数
は
百
四
十
社
と
な
り
、

資

本
金
は
二

千
四
百
八
十
八
万
八
千
百
六
十
五
円
に

達
し
た
。

さ
ら
に

日
露
戦
争
の

結
果
は
、

非
常
特
別
税
を
基
礎
に

し
て

の

軍
備
拡
張
、

鉄
道
国
有
化
の

実
施
と
南
満
州
鉄
道
株
式
会
社
の

創
設
な
ど
の

政
府
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の

積
極
政
策
を
反
映
し
て
、

企
業
熱
の

高
ま
り
は
い

ち
じ
る
し
く
な
っ

た
。

戦
後
の
一

九
一

一

年
末
に
は
、

会
社
数
は
三
百
十
二

社
と
な
り
、

資

本
金
は
六
千
四
百
二

万
四
百
二

十
七
円
と
な
っ

て
、

県
下
の

経
済
界
が

発
展
し
た
こ

と
を
示
し
て
い

る（『
神
奈
川
県
誌
』）
。

農
業
は
、

一

九
一

一

年
現
在
、

「
農
家
戸
数
中
其
の

六
割
一

分
、

即

ち
四
万
七
千
四
百
九
十
六
戸
は
専
業
農
家
に

し

て
、

他
の

約
三
割
九

分
、

即
ち
二

万
九
千
八
百
八
十
五
戸
は
漁
業
、

商
業
、

工

業
、

雑
業
等

を
兼
業
と
す
。

農
家
の

戸
数
は
毎
年
著
し
き
増
減
を
生
ぜ
ず
と
雖
も
、

総
戸
数
は
毎
年
多
少
の

増
加
を
見
る
が
故
に
、

総
戸
数
に

対
す
る
農
家

戸
数
の

割
合
は
年
々

減
少
の

傾
向
な
き
を
得
ず
、

即
ち
明
治
三
十
八
年

に

於
て

は
総
戸
数
に

対
し
農
家
戸
数
は
四
割
五
分
を
占
め
た
り
し
に
、

現
今
に
至
り
て

は
逓
次
減
少
し
て
三
割
八
分
と
な
れ
り
」
と
い

う
状
況

と
な
り
、

米
の

収
量
は
年
平
均
四
十
万
石
前
後
で

あ
っ

た
。

こ

れ
は
県

民
の

消
費
量
年
間
百
二

十
万
〜
百
三
十
万
石
の

三
分
の
一

を
や
っ

と
ま

か

な
う
だ
け
で
、

野
菜
も
ま
た
市
部
の

需
要
に

は
追
い

つ

か
な
く
な
っ

て

た（『
神
奈
川
県
誌
』
）。

1910（明治43）年ころの横浜の町（現在の弥生町3－4町目付近）　
横浜市広報センター蔵
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戦
争
が
終
わ
っ

て

も
、

戦
時
イ
ン

フ

レ

は
や
ま
ず
、

産
業
構
造
の

変
化
、

都
市
生
活
の

展
開
な
ど
は
、

米
価
の

高
騰
に

拍
車
を
か

け
た
。

『
神
奈

川
県
農
会
報
』
第
二

九
号（
明
治
四
十
年
七
月

）が
伝
え
る
農
商
務
省
の

調
査
に
よ
る
と
、

五
か
年
平
均
玄
米
一

石
価
格
は
、

明
治
元
年
か
ら
五
年
は
五

円
三
十
銭
、

六
年
か
ら
十
年
は
五
円
、

十
一

年
か
ら
十
五
年
は
七
円
五
十
八
銭
、

十
六
年
か
ら
二
十
年
は
四
円
四
十
一

銭
二
厘
、

二
十
一

年
か
ら
二

十
五
年
は
四
円
八
十
四
銭
二
厘
、

二
十
六
年
か
ら
三
十
年
は
六
円
六
十
八
銭
、

三
十
一

年
か
ら
三
十
五
年
は
九
円
四
十
五
銭
二
厘
、

三
十
六
年
か
ら

四
十
年
は
十
二
円
十
八
銭
四
厘
で

あ
る
。

つ

ま
り
、

明
治
初
年
か
ら
末
年
ま
で

で

は
二
、

三
倍
の

高
騰
と
な
り
日
清
戦
争
時
と
比
較
し
て

も
一

・

八
倍
の

暴
騰
ぶ
り
で

あ
る
。

こ

の

よ
う
な

物
価
高
騰
に

よ
る
生
活
難
は
、

ひ
し
ひ
し
と
民
衆
の

肌
に

感
ぜ
ら
れ
た
の

で

あ
る
。

さ
ら
に
、

一

九
〇
七
（
明
治
四
十
）
年
春
に

は
戦
後
恐
慌
が
は

じ
ま
っ

た
。

戦
後
の

企
業
整
理
の

中
で
、

残
業
廃
止
、

首
切
り
、

就
職
難
に

追
い

こ

ま
れ
て
い

た
都
市
住
民
は
、

前
途
に

不
安
の

み
と
い

う
状
態
で

あ
っ

た
。

既
述
の

よ
う
に
、

県
下
各
都
市
で

は
、

一

九
〇
七
年
を
前
後
し
て
、

人

口

集
積
の

転
換
点
と
な
り
、

入
寄
留
者
を
大
量
に

受
け
入
れ
る
こ

と
に

な
り
、

都
市
住
民
の

生
活
難
を
倍
増
さ
せ
、

都
市
社
会
問
題
の

解
決
を
緊
急

な
も
の

と
さ
せ
て
い

っ

た
の

で

あ
る
。

高
揚
す
る
労
働
運
動
を
前
に
、

社
会
主
義
者
が
屏
息
さ
せ
ら
れ
て

い

た
時
、

県
下
都
市
部
に

は
都
市
研
究
、

都
市
計
画
を

正
面
か
ら
と
り
あ
げ
る
動
き
が
は
じ
ま
っ

て
い

た
。

県
下
人
口
の

三
〇
〜
四
〇
㌫
を
占
め
る
横
浜
市
で

も
、

そ
の

動
き
は

急
だ
っ

た
。

一

九
〇
三

年
一

月
、

横
浜
市
長
に

市
原
盛
宏
が
就
任
し
た
。

市
原
の

当
選
は
、

横
浜
港
の

発
展
と
横
浜
の

工

業
都
市
と
し
て
の

成
長
を
持
論
と
す

る
市
原
を
支
持
す
る
商
人
派
二
十
五
、

市
行
政
へ

の

熟
練
を
求
め
る
地
主
派
二
十
一

と
い

う
僅
差
で

実
現
し
た
。

市
原
は
七
月
、

市
名
誉
職
・

商
業

会
議
所
議
員
・

新
聞
記
者
ら
を
招
待
し
て
、

今
後
の

横
浜
市
政
に
つ

い

て

卒
直
に

見
解
を
述
べ
、

さ
ら
に
こ

の

演
説
を
印
刷
し
て

配
布
し
、

新
聞
も

都
市
づ
く
り
の

動
き
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ま
た
こ

れ
を
報
道
す
る
な
ど
、

直
接
市
民
に

む
か
っ

て

施
政
方
針
を
公
開
し
た
。

施
政
方
針
は
、

産
業
都
市
、

近
代
化
さ
れ
た
港
湾
都
市
の
ビ
ジ
ョ

ン

を
描
き
、

近
代
的
都
市
政
策
に
よ
っ

て

整
備
さ
れ
た
、

住
み
よ
い

都
市
の

建

設
を
訴
え
た
。

そ
の

た
め
に
、

社
交
倶
楽
部
の

設
立
、

市
民
を
含
め
た
市
政
研
究
団
体
を
設
置
す
る
と
い

う
、

近
代
的
市
民
の

存
在
を
前
提
と
し
た

旋
策
で

あ
っ

た
。

し
か
し
、

市
原
の

構
想
は
、

住
民
に

国
政
、

自
治
政
と
も
に

参
加
の

権
利
が
な
く
、

自
治
に

対
す
る
国
の

監
督
権
が
強
大
で
、

国
政
担
当
者
に

は

都
市
政
策
そ
の

も
の

が
な
い

と
い

う
当
時
の

状
況
で

は
、

机
上
の

策
に
し
か
す
ぎ
な
か
っ

た
。

ま
た
日
露
戦
争
と
い

う
非
常
事
態
が
財
政
的
に

も
市

原
の

施
策
実
現
を
妨
げ
た
し
、

一

方
、

島
田
選
挙
に

公
然
化
し
た
正
義
派
、

金
権
派
の

対
立
も
級
別
制
限
選
挙
を
背
景
と
す
る
市
議
会
で

は
、

一

九

〇
五
年
二
月
結
成
の

公
和
会
に

見
ら
れ
る
よ
う
に
、

有
力
者
の

「
和
衷
協
同
」
が
中
心
で

あ
り
、

「
退
嬰
無
為
な
る
蕭
秋
の

横
浜
市
」
と
な
っ

て
い

た
（
明
治
四
十
年
五
月
二
十
八
日
『
貿
易
新
報
』
論
説
）。

市
原
は
、

一

九
〇
六
年
五
月
、

市
長
を
辞
し
た
。

『
貿
易
新
報
』
五
月
十
九
日
付
は
、

「
横
浜
市
長
と
し
て

実
に

横
浜
市
長
ら
し
か
り
し
は
市
原
盛

宏
君
に

於
て

始
め
て

之
を
み
る
。

単
に

横
浜
市
長
ら
し
か

り
し
の

み
に

あ
ら
ず
。

君
は
横
浜
市
長
と
し
て

そ
の

ま
さ
に
行
ふ
べ

き
大
任
を
尽
く
し
た

る
人
と
云
ふ
べ

し

」
と
ま
で

称
讃
し
、

惜
別
の

辞
を
掲
げ
た
。

だ
が
、

商
業
会
議
所
『
月
報
』
第
一

一

五
号
（
五
月
二

十
五
日

）
は
、

「
要
す
る
に

氏

は
卒
然
と
し
て

自
家
の

不
明
を
悔
い

た
る
の

時
あ
り
し
な
る
べ

く
、

之
よ
り
横
浜
市
長
の

位
置
の

決
し
て

久
恋
の

地
に

あ
ら
ざ

る

こ

と
を
覚
悟
し

て
、

此
地
を
離
脱
す
る
の

機
会
を
求
」
め
て
い

た
の

だ
と
冷
や
か
な
態
度
で

あ
っ

た
。

市
原
が
去
っ

て

四
か
月
余
、

後
任
市
長
に

原
内
相
の

推
す
三
橋
信
方
が
就
任
し
た
が
、

一

九
一

〇
年
六
月
に

病
没
し
た
。

か
わ
っ

て

桂
首
相
推
薦

の

荒
川
義
太
郎
が
就
任
し
た
。

こ
の

間
、

横
浜
市
政
は
公
和
会
が
牛
耳
り
、

市
議
会
は
表
面
的
に
は
平
穏
で

あ
る
か
に

見
え
た
。

だ
が
、

県
下
に

は

非
政
友
を
旗
印
と
し
た
刷
新
派
の

結
集
が
は
じ
ま
っ

て
い

た
。

商
人
派
と
一

括
さ
れ
た
横
浜
の

有
力
者
層
に

も
分
解
が
は
じ
ま
り
、

一

方
を
代
表
す

©神奈川県立公文書館



る
中
村
房
次
郎
・

平
沼
亮
三
ら
は
、

横
浜
市
政
の

転
換
を
、

市
原
路
線
の

上
に

考
え
て

い

た
。

横
浜
の
ブ
ル

ジ
ョ

ア
ジ
ー
の

意
向
を
代
弁
す
る
『
実

業
之
横
浜
』（
一

九
〇
四
年
八
月
創
刊
）
に
は
、

官
僚
政
治
・

増
税
・

軍
拡
に

反
対
し
、

横
浜
を
産
業
都
市
・

港
湾
都
市
と
し
て
つ

り
あ
い

の

と
れ
た

発
展
策
を
と
る
こ

と
、

東
北
地
方
の

開
発
を
す
す
め
後
背
地
を
確
保
す
る
こ

と
、

等
々

の

意
見
が
相
次
い

で

掲
載
さ
れ
る
。

都
市
研
究

都
市
問
題
の

研
究
者
で

あ
り
、

東
京
日
日
新
聞
社
経
済
部
長
で

も
あ
っ

た
三
宅
磐
が
、

中
村
や
島
田
ら
に

「
市
政
顧
問
」
と
し
て

扱

わ
れ
た
の

は
、

一

九
〇
八
年
二
月
の

こ

と
で

あ
っ

た
。

三
宅
は
横
浜
に

転
居
し
、

大
学
時
代
か
ら
の

研
究
成
果
や
大
阪
で
の

市
民
運

動
の

経
験
、

横
浜
で
の

調
査
を
ふ
ま
え
て

十
月
に

『
都
市
の

研
究
』
を
実
業
之
日
本
社
か
ら
出
版
す
る
。

同
時
期
の

も
の

と
し
て

は
片
山
潜
の

『
都

市
社
会
主
義
』（
明
治
三
十
六
年
四
月
刊
）、

安
部
磯
雄
の

『
応
用
市
政
論
』（
明
治
四
十
一

年
八
月
刊
）
し
か
な
い

な
か
で
、

わ
が
国
最
初
の

都
市
研
究
書

で

も
あ
っ

た
。

三
宅
は
、

一

九
〇
九
年
五
月
か
ら
一

九
一

〇
年
六
月
ま
で

横
浜
市
設
備
調
査
委
員
会
嘱
託
と

な
り
、

「
横
浜
市
区
改
正
に

関
す
る
調
査
資
料
」
の

作
成
に

尽
力
し
、

一

九
一

〇
年
七
月
か
ら
、

横
浜
貿
易
新
報
社
社
長
に

就
任
、

都
市
政
策
に
つ

い

て

の

提
言
を
く
り
か
え
し
て
い

く
。

三
宅
の

都
市

政
策
の

基
本
は
、

『
都
市
の

研
究
』
に

集
約
さ
れ
て
い

る
。

三
宅
は
現
在
の

最
も
顕
著
な
事
実
は
「
都
市
の

膨
脹
」
で

あ
る
が
、

都
市
生
活
の

健
康
・

安
静
・

健
全
な
ら
ざ
る
現
状
を
改
善
し
な
い

か
ぎ
り
国
民
の

衰
亡
を
導
く
こ

と
を
強
調
し
、

都
市
問
題
研
究
の

必
要
を
訴
え
た
。

ま
た
、

都
市
問
題

解
決
に

あ
た
っ

て

は
、

第
一

に

都
市
に

必
要
な
諸
施
設
の

改
善
と
設
置
、

第
二
に

都
市
人
口

を
「
敢
開
」
す
る
こ

と
、

道
路
・

市
街
鉄
道
の

敷
設
等

で

密
集
人
口

を
緩
和
し
て

住
宅
区
・

工
業
区
・

商
業
区
を
設
立
す
る
、

第
三
に

都
市
経
費
の

財
源
と
し
て

都
市
独
占
諸
事
業
の

市
営
制
な
い

し
報
償

制
の

実
施
、

等
を
提
唱
し
た
。

三
宅
は
、

岡
山
市
の

出
身
で
、

安
部
や
市
原
と
同
じ
く
組
合
教
会
の

信
徒
で

あ
る
。

東
京
専
門
学
校
（
現
在

早
稲
田
大
学
）
を
卒
業
し
、

大
阪
朝

日
新
聞
社
経
済
部
に

入
社
し
た
こ

ろ
関
西
労
働
組
合
期
成
会
役
員
と
な
り
、

『
平
民
新
聞
』
読
者
会
や
、

管
野
ス

ガ
と
共
に

大
阪
同
志
会
に

参
加
す
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